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近年，私たちが情報を手に入れるための手段やそれに対する考え方，行動が変化してきています。図1から図4は，総務省
が令和4年度におこなった「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」の結果に関するグラフです。これらのグ
ラフから，他の年代と比較したとき，10代の情報に対する行動や態度の特徴としてどのようなことが読み取れますか。また
これらのグラフから読み取れることに基づき，今後日本のテレビ局が進むべき方向性に関して，あなたの提案を720字以上
800字以内で述べて下さい。ただし，文中においてグラフのどの内容を参照したか，明確に記述して下さい。
（出所：総務省「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」令和5年6月）

図1　［休日］主なメディアの平均利用時間（全年代・年代別）
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図2　娯楽としての重要度（全年代・年代別）

図3　情報源としての重要度（全年代・年代別）

図4　各メディアの信頼度（全年代・年代別）


